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　 こ の セ ッ シ a ン は，土構造物 の 建設工 事 に お い て 最も基

本的 な 「締固 め」 に 関す る 諸問題 と し て
， 土 の 締固 め機構 ，

’
締固 め 土 の 力学的性質，礫 ・粗粒土 の締固 め ， 軽量盛土 材

の 強度特性，現地締固 め試験，土の 安定処 理 工 法，締固め

土 の 品質管理 ，締固 め 機械 と施工管理 お よび テ ラ メ カ ニ ッ

ク ス につ い て ，また，道路 ， 鉄道を構成す る 「路盤，舗装」

に 関す る諸 問題 を取 り扱 っ て い る。

　 「土 の 締固 め 機構」 に関す る 研究 は，一
定 の エ ネル ギー

の 下 で 行わ れ る突固 め試験 に お い て ，最適含水比，最大乾

燥密度，空気 間隙率 に 及 ぼ す土 の 物性，粒度 ， 粒 子 破砕，

衝撃 エ ネル ギーの 影響 に 関す る基本的問題は常に 重要な問

題 と して 取 り上げ られ て い る。今回 ， ま さ土 の 物性 で あ る

液性限界 ， 強熱減量 が最適含水 比 ， 最大 乾燥密度 の 値を支

配す る重要な因子 で ある こ とが実証され て お り，また，重

錘落下 に よ る 締 固め効果 は 打撃エ ネ ル ギー
よ り も重錘 の 運

動量 に 強 く依存 し，重 錘 の 底面積 に 反比例 す る こ とが 示 さ

れ て い る
。 な お ， 廃棄物混合土 の 締固めに必要な 圧力が廃

棄物 の 種類 に よ っ て か な り変動する こ とが指摘され て い る。
・「締固 め土 の 力学的性質 」 に 関す る 研究は ， 不飽和土 の 強

度，変形性 ， 透水性 に 対す る 理論的 な体系化が困難 で ある

が，今後 ， な お一
層 の 研究 が期待 され る。今回，締固 め た

粘性土 に 対す る 貫入抵抗 の 変化や ， 砕石路盤材 に 対
・
して

CBR
， 三軸圧縮試験 よりr せ ん断抵抗角，ポ ァ ソ ン 比，変

形係数と軸ひ ずみ の 関係が 明 らか に され て い る
。

「礫 ・粗

粒度 の 締固 め 」 に関す る研究 は ， 室内実験 に よ っ て 明確に

す る こ とは か な り困難で あ るが，実務上 の 問題 と して 重要

で ある。今 圓 の 発表で は，砂礫 の 混合土 に お い て ， 礫 の 混

合率 が 60弩の とき最も締固め効果が増大す る こ ど， また ，

礫 の 存在が砂 の 締固 め効果を増加 させ て い る こ と，お よ び

泥 岩 の 締掴 め に お い て は粒子破砕が効果的で ある こ とを突

証 して い る。「
現 地締固め試験J の 研究 は ， 室内試験結果

と の現揚 の 施 工 法や施工管理 との 対応が取 りに くい た め ゆ

きわ め て 重要な研究テ ーマ で あ り， 今後の
一
層の 研究成果

が望まれ る。今回 の 発表は ， 大型タ ン パ ー
の 振動波形 を指

標 とする管理手法 と して ， 起振機の 振幅 ス ペ ク トル に対す

る ひ ず み 率 と地盤係数との 相関性 に着 目 した研究と して 高

く評価す る こ とが で き る。
．「土 の 安定 処理 工 法」 に 関す る

研究 は，石 灰をは じめ，石炭灰，電気炉 ス ラ グ ， 焼却灰 な

どの 廃棄物 の 資源化とい う社会的意義をもつ もの で あ り，

添加材の 適用土質 ， 工法，経済性を考慮 して 有渤利用 を 計

る た め の 積極的な研究が．期待 され る 。

「締固 め 土の品質管

理」 に関す る 研究 は，従来，RI を用い た 土 の 密度響理 に
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主体を置い て い た が，近年 ， 締固 め 土 の 力学的性状 に重点

を置くよ うに な り， 円柱や コ ー
ン の 貫入抵抗，落錘 の 貫入

量 ， お よ び振動 ロ
ー

ラーの 振動波形と地盤係数 との 関係 に

よ っ て 品質 を 管理 す る ， よ り迅速な 自動化 シ ス テ ム の 研究

が精力的 に 実施され る よ うに な っ て きた 。 今回は ，
．RI 法

の 適用限界 と して ， 礫率60％以 下，地盤 の 不 陸 につ い て 深

さ 2mm 以 下で あ る こ とが示 され ， ま た ， 重錘落下 に よ る

衝撃加速度波形 の ス ペ ク トル 解析か ら得 られ る代表周波数

か ら平板載荷試験 に よ る 地盤 係数を推定す る 方法 が 発表さ

れ た 。
「締固め機械 と施工 管理 」 に つ い て は，近 年 ， 大 型

転圧 ロ
ー

ラ
ー，大型 タ ン パ ーや振動 ロ

ー
ラ
ー，ブ ル ド

ー
ザ

ー
転圧，重錘落 下 工 法 お よび 動的締固 め工 法等が 広 く採用

され る よ うに な り ， こ れ らの 施 工 管理技術 の 確立が早急に

実現す る こ とが 望 まれ る。「
テ ラ メ カ ニ ッ ク ス 」 に 関す る

研究 は ，転圧 ロ
ーラー

や ブ ル ドーザー転圧 な ど ， 走行力学

に 基づ い た地 中応力 と変形閊題 ， 地盤一
車両系力学 の 見地

よ り最適な締固 め を行 うため の 接地圧 ， ス リ ッ プ 率，転 圧

回 数，起振力 の 大きさと方向 ， お よび周波数等 を理論的 に

解明す る た め の 有効 な手 段 で あ り ， 締固め 機械 に よる 品質

管理 の 自動化を実現す る た め ， 最近 こ の 方向 の 研究が顕著

に行 わ れ る よ うに な っ て きた。「舗装 ・路盤 材料」 に 関 し

、て は 変形係数の 推定と路盤 の 沈下対策 が 現地試験 に よ っ て

検討 されて お り， ま た，施工 の 自動化 に即 した 舗装工 法が

開発 され て い る 。 な お，い ずれの 会場も満員で あ り， 各発

表 テ ー
マ 相互 の 討論 も活発 か つ 円滑 に行わ れ ， 大変有意義

な研究発表会 とな り，さ らに ，今後の 研究 の方 針 と胞負が

示 され た。

792 顯 の 母岩 をもつ ま さ土 の 物性 と締 濁 め特鍵 と の開

　　　係　　　　　　　　　　　　　　　村i 　・x浴

793 砂 ・i礫混合材料の締固 め 特性　　　　　　　 遠藤

7SU ス ラ ブ勃道用 EC 路盤 の 開発 （その 2）− t盈 圭の

　　　 施工 管理 につ い て一

　　　　　丸 山 ・鬼頭 ・青＊ ・蠹藤 ・米澤

7旦5 篝自錘藩下i締涸め に お ける重錘 運鋤窪 と緯園ぬ 効累

　　　　　 大島 ・観 田

丁・se 重錘落下 ＄法 に よる地盤支特力の 評価 とその施エ 管

　　　理へ の 応用　　　　　　　　　　　　　田 中 ・遮 山

797 転 圧 ローラーの 走行牲 と まさ土の締固 めとの繝蓮性

　　　　　河 原 ・室 ・深川
・
星加

7S8 丈型 タ ン パ ー
の 罐 度波形 に 関するt ・・ig察 （曇 の 2＞

　　　　　中島 ・鱇 ・橋本 ・建 山

799 土 の 締固 め管理の た祐 の舞瞰 壊試験法（そ の ｛
’D

　　　 −一一疎率 が RI 法 に 及 ぼす影響 に つ い て一

　　　　　姻 中 ・・中場 ．・畜 囲

a臼0．土の締固曲管理 の た め の非破壊試験法 （そ の  ）

65．

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

総 　 　括

　　
一

地盤 の 不陸 が RI 法 に 及ぼす影響 に つ い て
一

　　　　 中場 ・田中

801　泥岩の 現場に おける粒子破砕 に つ い て

　　　　 三 沢 ・加藤 ・黒島 ・田村

802　泥岩の 現場密度測定 に つ い て

　　　　 川島 ・
谷 田 貝

・
森田 ・田村

803　砕石路盤材の 強度と 変形 の 研 究

804 鉄道路盤 の 支持力特性に 闘する 考察

　　　　 関根 ・垂水 ・須長

805　道床粒の繰返 しめり込み実験

806 締固めカ オ リン の 貫入抵抗 に つ い て

　　　　 石井 ・赤津 ・杉内

佐藤 ・茨木

807 石炭灰を利用 した安定処理路床 の 支持力評価

伊東

　　　　 西 ・太 田 ・道下
・
小野寺 ・山縣

、808 洗砂汚泥 の 造粒化工 法
一 路盤材料へ の有効利用

一

　 　 一　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 清 水 ・渡 辺 ・四 方

809　ガス 導管埋設工 事 に 伴 う掘削土 再利用 の 実証工 事 に

　　　つ い て （そ の11）一
生石灰改良土 を基本と した再

　　　生路盤材の 性能確認試験 （第 3報）
一

　　　　 小野 ・岩田 ・笠井 ・船橋 ・井原 ・安藤

810　関東 ローム の埋戻 し材 と して の 利用方法 に関する研

　　　究　　　　　　　　　　 広井 ・辰 野
・岡本 ・松本

811　製鋼ス ラ グの 超音波 工 一ジン グ処理効果

　　　　 野 呂 ・桑山 ・福本

812　モ デル 化 した 廃棄物混合土 の 締固め挙勳

　　　　 綿引
・
竹内

地 盤改良 1（物理的安定処理 ， 注入工 法）

総　括

　　　　　　　　　　　　　　　（株｝日建設計　寺師昌 明

　本 セ ッ シ ョ ン は
， 物理的 な地盤改良工 法 と薬液注入工 法

を 主たる対象とす る もの で あ る。
プ ロ グ ラム 編成上，固化

系 の 工 法 や ジ オ グ リ ッ ド補強 に か か わ る 発表 も散見され る

が ， こ れ らに つ い て の 研究の 現況や展望 は他の セ ッ シ ョ ン

に譲る こ と と し た い 。

　なお ， 本セ ッ シ ョ ン は 四 つ の サ ブ セ ッ シ ョ ン に 区分され ，

発表，質疑，討論が 行 わ れ，それ ぞ れ の 運営 に は 末松直

幹／北誥昌樹，能登繁幸／渡辺 　勉，垂水尚志／藤井　衛

寺師昌明／及川　研，
が 当た っ た

。 本稿 の 取 りま と め は 各

位 の 協力 を得たもの で あ る
。

　第 1 サ ブセ ッ シ ョ ン は ， 緩 い 砂 の 振動締固 め に 関する 研

究が 5 編， 粘性土の 補強 の た め の SCP 工 法 が 2 編 ， 固化

系の 工法が 4 編で あ る 。

　砂質土の 振動締固め につ い て は，従来よ りそ の 効果を圧

入材料 の 体積 （置換率） を尺度 と して 評価し て きて い る が ，

振動性状 （周波数，加速度な ど）と改良効果 に つ い て は未

解明 な部分 が 多い 。そ の 意味 で ，814超音波 に よ る 締固 め，

815高周波に よ る振動とそ の 改良効果，816加速度 の 伝播 と

地盤内間隙水圧 の 発生 と消散，818振動加振回数 と間隙比

の 変化 の 関係 な ど は ， 今後 の 研 究 の 方向 を示す もの と考 え

られ る 。

　深層混合処理 を は じめ とす る固化系工 法 につ い て は ， 従

来 よ りそ の 改良体の ば らつ き に対す る 評価が ， 施 工 時 の 品

質管理 と改良効果 の 調査法 の 両面 か ら課題 とな っ て い る が ，

822 に お け る改良柱体に RΩP 値を援用 した評価法は
一

つ

の 品質管理 手法 に 対す る 提案 とい え よ う。

　8て7は土圧 に対す る 低置換率 SCP 改良の 効果 を遠心摸

型実験 に よ り定量的 に 評価す る 試 み で ある 。近年，縦型複

合地盤 の 支持力 を解明す る取組 み は 多方面で 進 め られ て い

66

る が，水平抵抗発揮 メ カ ニ ズ ム は未解 明 で あ る 。 現揚 で の

実績面か らの評価と対比 した総合的な対応が望 まれ る。

　第 2 サ ブセ ッ シ ョ ン は，鉛直排水関係が 6 編，水平排水

関係が 2編，安定処 理 が 2 編，改良地 盤 の 支持力や変形 に

か か わ る もの が 3 編で あ る。

　鉛直排水 に か か わ る 824，825，827の 3 編 は ，い ずれ も

東京空港沖合展開工 事で の 未圧 密 の 超軟弱粘土 を対象 とす

る 長尺 の ドレ
ー

ン に 関す る もの で ， そ れ ぞ れ に ドレ
ー

ン と

サ ン ドマ ッ トの 抵抗 に よ る圧 密遅 れ，砂 杭 と帯状 ドレ
ー

ン

を併用する 場合の 圧密計算法 の 提案 ， 超軟弱粘土中の パ ッ

ク ドレ ー
ン の 挙動を 題材と して い る。826 は帯状 ドレ ー

ン

の 機能 を 考え る上 で 重 要 な排水能力 を実測す る た め に特殊

な流速計を提案 して い る。829は 未貫通 ド レ ー
ン の 最適打

設深度を決定す る た め の 考 え方 を整理 し て 示 して い る。こ

れ らの 研究は い ずれ も実務家 の 参考 と な ろ う。

　水平 ドレ
ー

ン に か か わ る830， 831の 2 編 は，帯状 ドレ
ー

ン の 機能に及 ぼす マ ッ ドケ
ー

キ の 影響， 不織布 の 排水性能

に つ い て実験的な検討を加え て い る 。

　832， 833， 835， 836は改良地盤 の 変形や支持力に か か わ

る研究で あ る。836は ジオ グ リ ッ ド補強地盤の 破壊モ ード

を解明す る た め に遠心模型実験 を実施 し ， 補強材料の 存在

に よ っ て水平拘束圧力 が 増加す る た め 基礎直下 に剛体域が

形成 され る こ と，補強材 の 破壊 は 設置段数や 設置幅 に よ っ

て変化する こ とを示 して い る 。 834は ， 著者らが 多年にわ

た っ て 提案 し て い る ソ イル ブ ロ ッ クの 量産化 の た めの 基礎

実験 で あ る。

　第 3 ， 第 4 サ ブセ ッ シ ョ ン で は 薬液注入工 法に か か わ る

研究22編と ， 緩い 砂 に粘土粒子 を付着させ て 液状化抵抗を

高 め よ う とす る研究 1編 が 発表 され た。

　薬液注入工法は仮設的な工 法 と して 位置付 け られ ， 現場

主導 で 発達 し て き た 感があ る。こ の 工 法 に 関す る 主な課題

は ，言 うまで もな く信頼性 の 向上 で あ る。必要 な 範囲 に 必

土 と 基礎 ， 40− 10（4t7）
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